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１　Hakuoh University Faculty of Education
　As a result of a study with the purpose of clarifying the experience 
effects of volunteer activities by the Hakuoh University Dance Club, the 
following conclusion were obtained.
In addition to the assumption that empathy, aggressiveness and a sense 
of accomplishment are factors for promoting motivation for volunteer 
activities, it was suggested that continual volunteer activities in the 
dance club were activities that brought about active results such as 
a sense of fulfillment, satisfaction and happiness with student life.And 
Three categories of outcomes of Dance Club volunteer activities were 
obtained: “mental rewards (feelings of gratitude / accomplishment)”; 
human relations”; and, “self-growth.”
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Ⅰ．諸言
　我が国のボランティア注１）活動は、高齢者や障がい者等を対象とした社
会福祉領域での活動が中心であったが、東日本大震災を契機にボランティ
ア活動に対する認識が新たにされている（松本ら2003）。2002年の中央教
育審議会答申「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について」では、
青年の奉仕活動・体験活動は、社会の構成員としての自覚を実体験より確
認し、視野を広げ、今後の自分の生き方を切り開く力を身に付ける意義が
あると述べられている。すでに1997年の「教育改革プログラム」で、教員
の資質向上のため、カリキュラムにボランティア活動や福祉活動等の体験
を導入することが提言されており、さらに2006年の中央教育審議会答申「今
後の教員養成・免許制度の在り方について」では、教員養成における教職
課程の質的水準の向上を図るため、体験活動やボランティア活動等が強調
されるなど、青少年のボランティア活動は社会の要請であると同時に、彼
らの人間形成にも寄与することが示唆されている。
　そのような中、2012年の政府統計窓口の生活基本調査によると、ボラン
ティア行動者率は男24.5％、女27.9％（総務省2012）であり、決して高い
数値とは言えない一方、日本学生支援機構が実施した調査によれば、学生
の約65.0％が何らかのボランティア活動を経験し、約50.0%の学生が大学
のボランティア活動奨励策を望んでいるという報告がある（日本学生支援
機構2012）。これらのことから、学生のボランティアに対する関心と行動
者率は一般人に比べて高いことがわかる。
　こうした大学生のボランティア参加動機に関して、ボランティア活動経
験のある福祉系専門学校生157名を対象に行われた調査で、対象者はボラ
ンティア活動から「自己報酬感」「愛他的精神の高揚」「人間関係の広がり」
の３つの援助成果を得ていること、更に、その援助成果がボランティア活
動継続を動機付けることが報告されている（妹尾2008）。また、ボランティ
ア活動に参加した学生ほどボランティアのイメージとして「自らを成長さ
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せるもの」と位置付けており（高田2012）、ボランティア活動の動機は利
他的動機と利己的動機とを明確に区分することはできず、活動者はその両
方の動機を同時に保持していることも報告されている（伊藤2011）。
　一方、体育、スポーツの分野からもいくつかの報告がなされている。ス
ポーツ・ボランティア注２）に関しては、主として参加者のプロィール、参
加動機等を明らかにすることを目的とした研究が多い（新出ら1999、妹尾
2008、伊藤2011、森谷2002、松本ら2003、2004、松本1999、高田2012）。スポー
ツボランティア活動に携わった3298名を対象とした参加動機に関する調査
の結果、参加動機の因子の中では「自己実現」因子が最も高く、若年層は
スポーツボランティア活動に精神的報酬を望むことが報告されている（松
本ら2003）。また、専門的な知識や経験を有している体育系学部、学科の
学生や大学運動部に在籍する学生にとって、スポーツ・ボランティアとし
て活動を行うことは、授業で学んだ知識や技術を実践的に展開することが
でき、学習（指導）機会を拡大させることができるというメリットがある
こと（松下2005）、更に、体育学部、学科に所属する大学生のスポーツ・
ボランティア希望率は６割を超え、大学の長期休暇や授業がなく時間が空
いている場合は定期的にスポーツボランティアを行っても良いと考えてい
ること（内藤2007）など、スポーツボランティアのニーズに関する報告も
ある。また、スポーツイベントの場合、ボランティアの有効活用はイベン
トの成功と関連することから、彼らの参加動機や成果を明らかにする必要
性も強調されている（新出2006、松岡2003）。
　以上のことから、ボランティア活動は社会の要請であるとともに、学生
サイドからのニーズが高いこと、学生のボランティア活動への希求は自己
実現などの精神的報酬を望む欲求の現れであること、ボランティアに参加
することで得られる様々な経験効果が、円環的にボランティア活動を動機
づけることが理解できる。そこで本研究では、ボランティア活動への参加
動機には利己的動機が介在し、学生にとっては学生生活の充実や満足感お
よび幸福感などの精神的報酬につながる活動であるという仮説の基、本学
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で行われているダンス部のボランティア活動、すなわち、地域の幼児に対
するダンス指導を対象事業として調査を行い、この活動の経験効果を明ら
かにすることを目的とした。
Ⅱ．方法
１．調査対象事業
⑴　事業の目的と内容
　この活動は、平成24年度白鷗大学教育科学研究所助成事業の一環として
行われた一年単位の活動であり、本年度で９年目を迎えた。ダンス部の学
生は大学の授業やワークショップで学んだダンスに関するスキルを用い
て、地域の子どもたちにダンスを指導するとともに、その作品を披露する
場として12月にはダンス発表会が開催される。地域の子どもたちに対する
ダンス指導、ダンス発表会の企画・運営を通して、学生の事業の企画力や
運営力、ダンススキル、ソーシャルスキル、コミュニケーションスキル、
ティーチングスキル等の向上を図るとともに、地域の文化振興や発展の一
助となること、地域住民の本学への理解を深めることを事業目的としてい
る。本校舎831教室において、延べ185名の子どもたちに対し、136回のダ
ンス指導を行った。内訳は以下の通りである。
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 クラス別合計（回）
幼稚園クラス 2 2 2 2 2 2 2 3 17
小学校低学年クラス 2 2 2 2 2 2 2 3 17
小学校中学年クラス 2 2 2 2 2 2 2 3 17
特別支援児クラス 2 2 2 2 2 2 2 3 17
キッズヒップホップ 2 2 2 2 2 2 3 3 18
キッズチア 6 6 6 6 6 6 7 7 50
月別合計（回） 16 16 16 16 16 16 18 22 136
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 　幼稚園クラス（45名）  … 9:00 ～ 10:30
　小学校低学年クラス（40名） …11:00 ～ 12:00
　小学校中学年クラス（40名） …11:00 ～ 12:00
　特別支援児クラス（29名） …12:30 ～ 13:30
　キッズヒップホップ（23名） …14:00 ～ 16:00　
　キッズチア（51名）  … 9:00 ～ 12:00　 
　一年の成果を披露するダンス発表会は以下の通りに開催された。
◦日　時：平成２５年１２月２２日（土）１４：００～１６：３０
◦場　所：白鷗ホール
◦出演者：３０４名
◦来場者：９３４名
◦運営スタッフ：１３６名
◦後　援：小山市教育委員会・小山市・栃木テレビ・小山テレビ・
　　　　　下野新聞社・ＦＭ栃木
⑵　ボランティア学生代表と子どもたちの保護者の感想
◦運営代表　磯田美優：今回で８回目を迎えたダンス発表会ですが、私は今
回ダンス部（HAPPY PECO）の代表として参加させていただきました。私た
ちの活動に参加している子ども達の数は年々増えており、今年は４チームだっ
たチームを５チーム編成にしました。小学生を低学年と中学年に分け、幼稚
園児、小学生、障がいを持った子ども達の５チームに教えさせて頂きました。
子どもの数、チームの数が増え、大変だったこともありましたが、学年や年
齢に合った教え方、振り付けを工夫していくことができたので、学生一同子
ども達と深く関わることができました。コミュニケーションを取ったり、積
極的に関わっていくことで、子ども達も一生懸命ダンスをしてくれました。
発表会では、その練習の成果を存分に発揮し、最高のステージになったと思
います。今年度代表を務め大変なこともありましたが、子ども達の楽しそう
な顔や、成長などを身近に感じることを嬉しく思うのと同時に、活動に携わ
る沢山の人と関われたことに感謝しています。教えるという立場でしたが、
子ども達や保護者の方から教わることも沢山あった、やりがいのある一年で
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した。この活動はとても価値ある活動です。末長く続いていくことを祈って
おります。
◦CHEER PECO（幼稚園クラス）保護者　松本みどり：チアペコクラス２
年が過ぎました。もともと、人見知りも多く運動やダンスは得意ではない次
女がダンスを楽しめたのは学生さん方の優しいご指導と毎回明るい雰囲気の
お陰とありがたく思います。ただダンスを習うだけではなく「ダンス発表会」
に参加するという大きな目標を持つことにより娘も上手に踊りたい間違わず
踊りたい気持ちが高まる反面、思うように踊れない事もありましたが学生の
方々がスキンシップを取りながら優しく接したりゲームをする事によりそれ
が「活力」となり無事に発表会に参加する事が出来ました。子供達を見守っ
て頂きそんな大ステージを支えた学生の方々に本当に感謝です。ありがとう
ございます。ダンスは消極的な子も体で表現出来る素晴らしいものだと思い
ます。親目線では気づかないそんな子供達の引き出しをそっと開けていただ
ける様な学生さんの元でまたしばらくお世話になりたいと親子共々思ってお
ります。
◦PuchiPECO（小学校低学年クラス）保護者　山口可名子：娘がHAPPY 
PECOに入り３年が経ちました。チアダンスという初めての事に、当初は少し
不安げな様子の娘でしたが、お姉さん達に優しくリードされ、いつの間にか
笑顔になり、友達も出来ました。その時から、毎月お姉さんたちに会えるの
が楽しみになりました。沢山のお客さんの前で、あんな立派なステージでダ
ンスを披露出来る経験を与えてくれたHAPPY　PECOに感謝しております。
発表会に向け学生さん達が一丸となり、ダンスの構成から衣装まで一生懸命、
真剣に取り組んでいる学生の姿は、保護者としても頼もしく、感謝で一杯です。
これからもダンスの楽しさを、お姉さん達の笑顔溢れるレッスンで、地域の
子ども達に広まることを願っています。
◦PECO Jr（小学校中学年クラス）保護者　岩崎未和：私の娘がHAPPY 
PECOの活動に参加してから7年がたちました。当時、幼稚園の年少だった
娘は、発表会当日、不安で泣きましたが、学生さんのやさしい言葉、学生さ
んの手作りの衣装を着たらさっきまで泣いていたのが嘘のように喜んでいた
のを、昨日の事のように思い出します。今回のダンス発表会も学生さんの素
敵なダンス、子供たちの可愛いダンスを見てとても感動しました。今後も素
晴らしいHAPPY PECOの活動とダンス発表会が長く続くことを願っておりま
す。
◦PECO KIDS（特別支援児クラス）保護者　沢田敦子：小６と小４の娘がペ
コキッズでお世話になっています。次女が２歳の時からで、7年がたちました。
長女は自閉症、次女は広汎性発達障害です。２人共、ダンスの指導日をとて
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⑶　スキルに関する調査結果：回収率100.0％（ダンス部45名）
●この活動は、下記の能力やスキルを身につけるために、どの程度役に立
ちましたか。
１）事業の企画力や構成力　　　　　２）事業の運営能力
３）ソーシャルスキル　　　　　　　４）コミュニケーションスキル
 
も楽しみにしており、「次は○月○日」と心待ちにしています。特にコミュニ
ケーションをとることが苦手な長女にとって、笑顔で正面からうけとめてく
れるお姉さんに会えるのが、何よりうれしいようです。次女はダンスが大好
きで、家でも発表会のDVDを何度も繰り返し見ながら踊っています。自分の
チームだけでなく、他のチームやお姉さんの振り付けまで覚えて楽しんでい
ます。学生さんは、接し方でわからない時には、私達に聞いてくれて、熱心
に指導してくれます。発表会のたびに子供の成長に感激します。大きな舞台、
満員のお客さまの前で踊る成功体験は、日常の自信にもなっているようです。
子供たちの成長と共に、学生さんが子供たちをうけとめて、指導者として成
長していく姿はとても心強く感じます。将来、教育の現場で活躍する学生さ
んに、障がいを持った子供と関わる経験を持っていただけることは、有意義で、
とてもありがたく思います。このような素敵な場に長年参加させていただい
て、感謝の気持ちでいっぱいです。いつもありがとうございます。これから
もよろしくお願いします。
とても役に立った：44
役に立った：1
とても役に立った：45
とても役に立った：43
役に立った：2
とても役に立った：45
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５）ダンススキル　　　　　　　　　６）ティーチングスキル
 
　この活動が自分にとって「とても役に立った」と答えた学生は、ソーシャ
ルスキル、コミュニケーションスキルで100.0％、事業の企画力や構成力、
ティーチングスキルでは97.8％、事業の運営能力、ダンススキルで95.6％
であった。すべての項目で「どちらとも言えない」「役に立たない」「全く
役に立たない」と答えた学生はいなかった。学生には、この活動が、将来、
保育者や教員を目指す上で役に立ったと認識されている。この活動を通し
て、学生は同じ目的を共有する仲間作り、保護者への対応、子ども達との
関わり方、指導することの難しさと楽しさ、関係者への感謝の気持ちなど、
机上では学べないことを経験できたと思われる。特に、障がいを持つ子ど
も達が普通の幼稚園や保育園に通うことを希望するパターンが増えている
昨今、障がいのある子ども達と関わる経験がダンスを通じてできるという
点からも、学生にとって貴重な場となっている。
２．調査対象と調査方法
　ダンス部を含む白鷗大学生90名に調査票を配布し、77名を分析対象とし
た（20.22±0.95歳）。調査票は、調査を依頼した大学の教員を介して学生
に配布され、回答終了後に回収された。
３．調査内容
　ボランティア参加に関する項目として、これまでボランティア活動に参
加したことがあるかどうかを、「現在参加している：継続的（４）」「現在参
とても役に立った：43
役に立った：2
とても役に立った：44
役に立った：1
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加している：断続的（３）」「以前参加したことがある（２）」「全く参加した
ことがない（１）」の４段階で評定するように求めた。また、大学卒業後ボ
ランティア活動に参加するつもりがあるかという参加意図について、「積
極的に参加したい（４）」「機会があれば参加したい（３）」「あまり参加した
いと思わない（２）」「全く参加したいと思わない（１）」の４段階で評定す
るように求めた。
　動機づけに関する項目は、共感性（角田1994）、積極性（藤田ら2010）、
達成感注３）に関する３問ずつの計９問で構成している。回答方法は、「と
てもよくあてはまる（４）」から「全くあてはまらない（１）」の４段階で評
定するように求めた。経験効果に関する項目は、「生活充実度」「生活満足
度」「生活幸福度」を測定する項目３問で構成している。回答方法は、「と
ても当てはまる（10）」から「全くあてはまらない（１）」の10段階で評定す
るように求めた。質問文は「あなたの生活は充実していますか」「あなた
は生活に満足していますか」「あなたの生活は幸せですか」であった。
　最後に、ダンス部に対して、自由記述で活動の成果を書くように求めた。
質問文は、「ボランティア活動に参加して良かったと思える時はどのよう
な時ですか」であった。
４．調査時期
　平成26年８月～10月
５．統計解析方法
　各項目の平均値を算出するとともに、ボランティア活動経験のない学生、
ダンス部の学生、ダンス部以外のボランティア活動経験のある学生の得点
の比較を行った。また、ダンス部の自由記述の文章を対象に、キーワード
を抽出し分析を加えた。以上の統計解析にはSPSS19J for Windowsを使用
した。
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Ⅲ．結果と考察
　サンプルサイズとデータ構成を以下に示した。
 
　なお、現在、継続的に参加していると答えたのは白鷗大学ダンス部の45
名であり、そのうち39名が大学卒業後も積極的に参加したい、６名が機会
があれば参加したいと答えた。
１．平均と差の検定
　共感性、達成感、積極性に関する９問、生活満足度、生活充実度、幸福
感に関して、ダンス部45名の平均値と標準偏差を表１に示した。
○サンプルサイズ
　n＝77
○データ構成
男 14
女 63
全く参加したことがない 19
以前参加したことがある 3
現在参加している（断続的） 10
現在参加している（継続的） 45
全く参加したいと思わない 3
あまり参加したいと思わない 10
機会があれば参加したい 25
積極的に参加したい 39
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　全体的にみると、共感に関する項目の中でも、悲しさや不快さなどのネ
ガティブな感情へ共感する得点と比較して、うれしさといったポジティブ
な感情に共感する項目の得点が高い。これは、ネガティブな感情への共感
よりポジティブな感情への共感の方が向社会的行動に影響を及ぼすという
結果（葉山ら2008）や、ポジティブな感情に対する共感が低い人は、妬み
や羨望を抱くことになるので向社会的行動は抑制されてしまうという指摘
（畠中2014）、ボランティア活動の活動志向的動機についてはポジティブな
感情への共感のみ主効果が認められたという報告（小池2013）を支持して
いる。しかしながら、ネガティブ・ポジティブ両方の感情に共感できる者
表１．平均値と標準偏差（n=45）
項　　目 平均値 標準偏差
共
　
感
１．相手が喜んでいるときに、その気持ちを感じとって
一緒に嬉しい気持ちになったことがある
3.71 0.28
２．悲しんでいる相手の気持ちを感じとろうとして、自
分もその人の悲しさを経験したことがある
3.24 0.74
３．不快な気持ちでいる相手からその内容を聞いて、そ
の人の気持ちを感じ取ったことがある
3.33 0.60
達成感
４．期待していた通りの学校生活を送ることができてい
る
3.31 0.51
５．学校生活では自分がやり遂げようと思ったことは、
やり遂げてこられた
3.40 0.58
６．人生が面白いと思う 3.31 0.47
積極性
7．今までにやった事のない新しい行事などはすすんで
やる
3.31 0.63
８．皆の役に立つ事であれば進んでその仕事を引き受け
る
3.33 0.64
９．自分で発言しようと思えば誰に言われなくても進ん
で発表する
2.44 0.72
共感 3.50 0.42
達成感 3.34 0.39
積極性 3.03 0.51
１．あなたの生活は充実していますか 7.33 1.75
２．あなたは生活に満足していますか 7.18 1.20
３．あなたの生活は幸せですか 7.43 1.26
−354−
内　山　須美子
が最も向社会的行動をとりやすいという結果（桜井ら2011）も示されてお
り、この点に関しては今後調査を重ね、検討しなければならない。
　積極性に関する項目では仕事を進んで引き受けることに比べると、進ん
で発言する得点はやや低いという特徴も認められた。生活充実度、生活満
足度、幸福感はいずれも得点が高い。このことから、ポジテイブな感情へ
の共感性や、進んで仕事を引き受ける積極性が動機づけの促進要因となり、
充実した学生生活を送っている様子が窺える。
　次に、ボランティア経験のない19名とダンス部でボランティア活動を
行っている45名の差の検定を行うために、Mann-WhitneyのU検定を行っ
た。その結果、期待していた通りの学生生活を送ることができている（t（62）
=3.56、p＝.001）、学校生活では自分がやり遂げようと思ったことはやり遂
げてこられた（t（62）=6.45、p＝.000）、今までやった事のない新しい行
事などは進んでやる（t（62）=4.57、p＝.000）、達成感（t（62）=5.04、p
＝.000）、積極性（t（62）=3.38、p＝.001）、生活満足度（t（57）=2.16、p＝.035）
について、ボランティア経験がない学生よりダンス部の方が有意に高い得
点を示していた。また、皆の役に立つ事であれば進んでその仕事を引き受
ける（t（62）=1.88、p＝.065）、自分で発言しようと思えば誰に言われな
くても進んで発表する（t（62）=1.70、p＝.094）については有意傾向が示
された。いずれも、ボランティア経験がない学生よりダンス部の方が高い
得点を示していた。なお、共感、生活充実度、幸福感では有意な差は示さ
れなかった。
　次に、現在、断続的にボランティア活動に参加している10名とダンス
部45名の差の検定を行うために、Mann-WhitneyのU検定を行った。その
結果、相手が喜んでいるときに、その気持ちを感じとって一緒に嬉しい
気持ちになったことがある（t（53）=4.33、p＝.000）、期待していた通り
の学校生活を送ることができている（t（53）=4.24、p＝.000）、学校生活
では自分がやり遂げようと思ったことは、やり遂げてこられた（t（53）
=4.27、p＝.013）、達成感（t（53）=4.27、p＝.000）、について、ダンス部
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以外のボランティア活動をしている学生よりダンス部の方が有意に高い得
点を示していた。一方、自分で発言しようと思えば誰に言われなくても進
んで発表する（t（53）=2.58、p＝.000）について、ダンス部よりダンス部
以外のボランティア活動をしている学生の方が有意に高い得点を示してい
た。
　以上のことから、共感性や積極性やおよび達成感はボランティア活動の
動機づけの促進要因となり、参加の有無や参加の程度が高い人の方が生活
が充実し、満足感や幸福感を感じられるなど、生活の質に関する活動成果
を得られることが推測され、ダンス部の継続的なボランティア活動は、学
生生活の充実感や満足感および幸福感などの活動成果をもたらす活動であ
ることが示唆された。
２．自由記述項目
　ボランティア活動の成果に関する自由記述回答を分類した結果、「精神
的報酬（感謝・達成感）」「人間関係」「自己実現」の３つのカテゴリーが
得られた。結果を以下に示した。
⑴　精神的報酬
1　感謝
　このカテゴリーに分類した記述は以下の通りである。括弧内の数字は回
答が重複した回数を示している。
「相手の笑顔を見た時（17）」「相手が喜んだ時（10）」「ありがとうの言葉をもらった
とき（９）」「感謝されたとき（８）」「誰かのためになったと感じたとき（４）」「相手
の喜ぶ姿を見たとき（３）」「お礼を言われたとき」「ほめてもらえたとき」
　対象者からの感謝に関する記述は最も多い。大学生にとってボランティ
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ア活動に積極的な人は相手の笑顔がうれしく、それが自分の喜びになると
いうボランティアイメージを持っていることが示されているが（倉掛ら
2004）、感謝されることで自分が役に立っていることを実感できたときに、
ボランティアをして良かったと感じる学生が多いと言うことができるだろ
う。感謝という対象者のポジティブな反応は、ボランティア活動において
最も価値のある報酬になっていると考えられる。
2　達成感
　このカテゴリーに分類した記述は以下の通りである。
「終えた時に達成感があった（３）」「喜んでもらえた時に達成感があった」「相手が
喜んでくれたときに達成感があった」「目的を達成した時に達成感があった（２）」「子
どもの成長を見た時に達成感があった（３）」「子どもがダンスを踊れたときに達成
感を感じた（２）」「子どもと話してそれが伝わったときに達成感を感じた」「役に立
てたと感じた時に満足感があった（２）」「達成感で自分がうれしい気持ちになった」
「新しい企画が成功したとき」
　達成感に関するキーワードは、「目標」「子どもの成長」「貢献」である
と思われる。自分が目標を達成したとき、対象者のニーズに応えられたと
感じたときに達成感を抱き、ボランティアをして良かったと感じているこ
とが示唆された。
⑵　人間関係
　このカテゴリーに分類した記述は以下の通りである。
「普段の生活では会えない学生、大人との出会い」「さまざまな年代、職種の人との
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出会い」「仲間が増えた」「活動に携わった人みんなで活動を共有できた」「人との
交流が増え、自分の世界が広がったと感じた」「人との繋がりを感じた」「普段関わ
ることのない人と出会った」「学生以外の人と出会った」「大勢の人と触れ合うこと
で視野が広がった」「普段接することのない子どもと接することができた」「団体行
動ができた」「自分にも役割があると感じられたとき」「人と思いを共感することに
喜びを感じた」「顔や名前を覚えてもらったとき」「子どもとうれしさを共有できた
とき」「喜怒哀楽を一緒に感じたとき」「自分が頼られたとき」「必要とされている
と感じたとき」「周りがあり自分があると感じた」
　これらの記述に関するキーワードは、「出会い」「異年齢」「仲間」「つな
がり」「共有」「世界・視野の広がり」であると思われる。仲間や、環境や
職種、年齢が異なる人との交流に対する意見が多く見られた。このことか
ら、人とのつながり、特に、学内だけの交流から抜け出し、他大学や異年
齢層の方との交流によって、今までになかった世界に触れることができる
際にボランティアをして良かったと感じていると言える。これらは、桜井
が分類した「社会適応」（桜井2002）に類似するカテゴリーであると思われる。
⑶　自己成長
　このカテゴリーに分類した記述は以下の通りである。
「ボランティアは人のためでなく自分のためになる」「自分自身の成長、新たな一面
を発見した」「良い体験から良いものを吸収できた」「得られることがたくさんある」
「新たな発見や知識を得た時」「多くのことを吸収できていると感じた時」「自分が
声掛けなどの仕方を学べたこと」「指導力がついた」「子どもから学んだ」「自分の
将来の仕事とつながる学びがあった」「勉強になった」「人や子どもとの接し方が学
べた」「特別支援児と触れ合うことができた」「ハンデキャップのある方との接し方
がわかり普段でも活かせる」「いろいろな価値観に触れることができた」「いろいろ
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な経験ができた」「学ぶことがたくさんあった」「新しい体験ができた」「どんな障
がいがあるか学べた」「メディアでは伝えられていない経験ができた」「皆と共に自
分が成長したと感じた」
　自己成長に関するキーワードは、「成長」「知識」「吸収」「発見」「学び」
「将来」「経験」「価値」であると思われる。対象者は、将来の自分につな
がる体験や学びの経験を通して自分の存在を確認したり、新しい価値観に
触れたりした際にボランティアをして良かったと感じている。その意味で
は、松岡ら（2002）の「自己成長」に類似するカテゴリであるとも思われる。
　例えば、特別支援児に携わるボランティアをした学生は、直接体験する
ことでしか得られないものを得ていた。このことから、自分の体で直接体
験できるという意味での「経験」をしたときにボランティアをして良かっ
たと感じているということが言えるだろう。間接的に聞いた話や講義の中
での話よりも、実際に自分で経験したことは、より身について良質な学び
となると思われる。
　以上のように、精神的報酬（感謝・達成感）、人間関係、自己成長という、
成果に関する質の異なる３つのカテゴリーが得られた。それぞれは混在し
ており、一人の自由記述項目に対して、どれか一つが独立して記述されて
いることはほとんどなかった。例えば、出会いは今までになかった新たな
交流を生み、出会いによって関わった人と共に様々な経験したことが自己
成長あるいは将来の仕事につながるといったように、３つのカテゴリーは
それぞれ関連性があると言える。このことは、若年層ではボランティアな
どの活動を通して社会的な視野の拡大、知識や技術の習得、さらには、多
くの人との出会いを通した自己の成長を望んでおり、他の人から認められ
るような精神的報酬を望む現れとみることができるといった研究結果（松
本ら2003、ラブロックら1991）を支持するものであると言えるだろう。ま
た、少数ではあるが、「自己満足にならないようにしたい」「時間がない」「継
続する自信がない」という記述も散見された。
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Ⅳ．結論
　白鷗大学ダンス部のボランティア活動の経験効果について明らかにする
ことを目的に調査と分析を行った結果、共感性や積極性および達成感はボ
ランティア活動の動機づけの促進要因となることが推測されるとともに、
ダンス部の継続的なボランティア活動は、学生生活の充実感や満足感およ
び幸福感などの活動成果をもたらす活動であることが示唆された。また、
ダンス部のボランティア活動の成果に関して、「精神的報酬（感謝・達成感）」
「人間関係」「自己成長」の３つのカテゴリーが得られた。これらの結果は、
大学生のボランティア活動に関するこれまでの仮説を裏付けるものであっ
た。
注
１）本論で述べられるボランティアとは「自発的な意志に基づき他人や社会に貢献
する行為」のことであり、活動の性格として「自主性（主体性）」、「社会性（連
帯性）」、「無償性（無給性）」「先駆性（開拓性）」等があげられる。有償ボラン
ティア（ボランティア活動を行い、実費や交通費、さらにはそれ以上の金銭を
得る活動）は含まれない。
２）文部科学省の「スポーツにおけるボランティア活動の実態等に関する調査研究
報告書」によると、スポーツ・ボランティアは「地域におけるスポーツクラブ
やスポーツ団体において、報酬を目的としないで、クラブや団体の運営や指導
活動を日常的に支えたり、また、国際競技大会や地域スポーツ大会などにおい
て、専門能力や時間などを進んで提供し、大会の運営を支える人のこと」と定
義されている（文部科学省 2000）。
３）角野（1994）の満足感尺度および島井ら（2004）の主観的幸福感尺度の中の生
活充実感尺度を参考に筆者らが作成した。
−360−
内　山　須美子
引用・参考文献
◦新出昌明・齋藤隆志・川崎登志喜（1999）長野オリンピックにおけるボランティ
アのイメージ分析．東海大学紀要体育学部28．pp.21−30.
◦新出昌明（2006）スポーツボランティアの組織化．山下秋二・中西純司・畑功・
冨田幸博編：改訂版スポーツ経営学．大修館書店：東京．pp.296−301． 
◦藤田英美・久野恵理・加藤大慈（2010）精神の健康管理への積極性評価尺度
（PAM13-MH）日本語版の開発．精神医学52（８）．pp.765−772．
◦畠中あゆみ・石津憲一郎（2014）共感性が向社会的行動に及ぼす影響　社会的
望ましさ尺度を用いて　．富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要教
育実践研究８（30）．pp.1−6．
◦葉山大地・植村みゆき・萩原俊彦・大内晶子・及川千都子・鈴木高志・倉住友
恵・桜井茂男（2008）共感性プロセス尺度作成の試み．筑波大学心理学研究14．
pp.136−148．
◦妹尾香織（2008）若者におけるボランティア活動とその経験効果．花園大学社会
福祉学部研究紀要第16号．pp.35−42．
◦伊藤忠弘（2011）ボランティアの活動の動機の検討．学習院大学文学部研究年報
58輯．pp.35−55．
◦角田豊（1994）共感経験尺度改訂版（EESR）の作成と共感性の類型化の試み．
教育心理学研究 42（２）．pp.193−200.
◦角野善司（1994）人生に対する満足尺度（the Satisfaction With Life Scale）日本
版作成の試み．日本教育心理学会総会発表論文集（36）．p.192.
◦倉掛比呂美・大谷直史（2004）大学生にとってのボランティア活動の意味．鳥取
大学教育地域科学部紀要：人文科学５．pp.209−227．
◦小池はるか（2013）共感性がボランティア行動従事・継続に及ぼす影響．日本社
会心理学会第54回大会発表論文集．p.436．
◦ラブロック・ウェインバーグ：渡辺好章・梅沢昌太郎訳（1991）公共・非営利の
マーケティング．白桃書房：東京．pp.511−525． 
◦松岡宏高・小笠原悦子（2002）非営利スポーツ組織を支えるボランティアの動機．
体育の科学52．pp.277−284．
◦松岡宏高（2003）スポーツボランティアを知る：原田宗彦編．スボーツ産業論第
３版．杏林書院：東京．pp.103−113．
◦松本耕二（1999）スポーツボランティアの類型化に関する研究一障害者スポーツ
イベントのボランティアに着目して．山口県立大学社会福祉学部紀要５．pp.11−
19.
◦松本耕二・國本明徳・北村尚浩・仲野隆士（2003）障害者スポーツイベントにお
けるボランティアの参加動機　性別・年代別・活動経験別による比較　．山口
県体育学研究第46号別冊．pp.11−20．
◦松本耕二・北村尚浩・國本明徳・仲野隆士（2004）スポーツ・ボランティアの参
加動機．組織コミットメントと継続意欲一地域の障害者スポーツ団体を支えるボ
白鷗大学ダンス部のボランティア活動の経験効果
−361−
ランティア．山口県体育学研究47．pp. 13−22．
◦松下雅雄（2005）学生のスポーツボランティア活動の支援事業スポーツの実践的
指導力を持った学生を“地域とともに”育て、地域のスポーツ活動を活性化する
大学と学生．特集：大学の地域貢献の促進18．pp.32−36.
◦文部科学省（1997）「教育改革プログラム」
　〈http://www.kantei.go.jp/jp/kaikaku/pamphlet/p32.htm〉
◦文部科学省（2002）「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について（答申）」
　〈http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/001/020702a.htm〉
◦文部科学省（2006）「今後の教員養成・免許制度の在り方について（答申）」
　〈http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kyoin/1268600.htm〉
◦森谷直樹（2002）スポーツイペントにおけるボランティア参加者の意識に関する
一考察．文化女子大学室蘭短期大学研究紀25．pp.41−49．
◦内藤正和（2007）大学生におけるスポーツボランティア活動へのニーズに関する
研究．愛知学院大学心身科学部紀要３．pp.21−29.
◦日本学生支援機構（2005）「学生ボランティア活動推進のための連携・協働にお
ける取り組み内容」 
　〈http://www.jasso.go.jp/syugaku_shien/documents/2008report_p144_p166.pdf〉 
◦桜井茂男・葉山大地・鈴木高志・倉住友恵・萩原俊彦・鈴木みゆき・大内晶子・
及川千都子（2011）他者のポジティブ感情への共感的感情反応と向社会的行動、
攻撃行動との関係．心理学研究82．pp.123−131．
◦島井哲志・大竹恵子・宇津木成介・池見陽・Lyubomirsky Sonja（2004）日本版
主観的幸福感尺度の信頼性と妥当性の検討．日本公衛誌10．pp.845−852.
◦総務省（2012）「政府統計の総合窓口」
　〈http://www.estat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_&tstatCo
de=000001050585〉
◦高田恵美子（2012）本学科学生のボランティア活動に関する一考察．関西女子短
期大学紀要第22号．pp.1−11.
（本学教育学部教授）
